






































たつみ都志は 「種本再考」 （ 「国文学」 平成一 （一九八九） 年
 七月） において、




「 『春琴抄』にみる竹取物語の影」 （ 『 『春琴抄』の研究』双文社出版
 
平成七（一










初期にその典拠 言及したのは、佐藤春 論評「最近の谷崎潤一郎を論ず――『春琴抄』を中心 して」 （ 「文芸春秋」昭和九（一九三四）年）である。これにより、英国の小説家トーマス・ハーディ（４） 『グリーブ家のバアバラの話』（





あり、それを検証するということである。しかし、これは少々無謀な試みであるに違いない。なぜなら谷崎は、文楽の前近代的な馬鹿馬鹿しさ、内容の下劣さを批判したエッセイ「所謂痴呆の芸術について」の中で その例として『摂州合邦辻』を挙げ 完膚 きほどに批判し、忌み嫌っているからである。その『摂 が『春琴抄』 どのよう
にブリッジするのか、訝しく思う向き

























云ふ戯曲であつた。左様に作者の国史国文趣味は古くからのことであり、処女作以後にもその傾向を代表する作品が少なくない。し し此処に集めたやうなものが出来た は、去る大正十二年以来近畿の地に移り住んで古典に由縁ある風土や建築や音楽の影響を受け、容貌言語習慣等 今も往々数百年来の伝統をとどめてゐる土地 人
々との接触に依つて、ひとしほ作






を繰り返している。三角屋根が特徴の、本山村北畑の家では、 『痴人の愛』 （ 「大阪朝日新聞」大正十三（一九二四）年）が 昭和二（一九二七）年、円本ブームの印税で建てた、中華風の邸宅・岡本梅ヶ谷の家では『卍』 （ 「改造」昭和二（一九二七）年三月〜
 昭和三（一九二八）年十二月） 、 『蓼喰ふ蟲』 （ 「大阪毎日
新聞夕刊」 「東京日日新聞夕刊」昭和三（一九二八）年） 、 乱菊物語』 （ 「大阪朝日新聞夕刊」 「東京朝 新聞夕刊」昭和五（一九三〇）年三月〜九月）が、そして『細雪』は魚崎の家（倚松庵）で書きはじめられた。その家の個性、人間模様、谷崎の興味が如実に作品に反映し、その時々に住んだ家が、谷崎に作品を書かせたといえる。
 









子（６）が、出稽古 やってく ようになる。また近隣に引っ越してき 妹尾健太郎・君夫妻と 交際 つい も詳しい。妹尾は実業家、君は花柳界出身の顔の広さを駆使し、地唄舞の山村わか（７）をも出稽古してもらえるように手配することに成功する。それを聞き けた根津松子とその妹・重子 信子も、
谷崎家の人々と一緒に稽古をつけてもらうために鎖瀾閣に通ってきていたという。この時、最初の妻・千代、二番目の妻となる丁未子、三番目の妻となる松子が、この鎖瀾閣に揃っていたことの奇縁もさることながら 鎖瀾閣で 出来事、人間関係が、そ 後の谷崎の作品 特に『春琴抄』の着想の源流 あることは確かなのである。
 
鎖瀾閣時代に谷崎に着想を与えた事象を挙げてみる。鎖瀾閣で書かれた作品
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昭和五十八（一九八三）年）第四節にお て、 『春琴抄』執筆当時の思い出を書いている。昭和八（一九 三）年四月二十日付の谷崎からの書簡を挙げ、松子夫人の亡父が建立した京都・高雄山の地蔵院に谷崎はひとり籠り、執筆に励んでいたことがわかる。当時 まだふたりは入籍していなかったが、就寝時に松子夫人がなにかお話しを、とねだると、谷崎 構想中の『春琴抄』のストーリーを聞かせた。そ 後『春琴抄』を読む 夫人 生家・永田家にも四姉妹ために、 盲人の検校さんを招き、 琴の稽古をし ことをまざまざと思いだした、と書いている。鎖瀾閣時代、菊原検校の稽古には、松子、妹の重子、信子も参加してい ことは先に述べ 通りであり、その際 、松子 ち 幼少時 思い出話が語られる もあっただろう。これらの松子夫人の姉妹の幼少時の思い出が直接摂取さ ているとは断言できない 、作品に影響を与えていることは否定できない。
 
『蓼喰ふ蟲』の挿絵を担当した画家・小出楢重の存在も、 『春琴抄』の着想に
与しているの は か。小出とは『蓼喰ふ蟲』の連載を介して知り合い 親交を深め た。小出の実家は、大阪中之島の本家小出積善堂であり 膏薬・天水香で名の知れ 薬種商 （
10） であった。 彼は長男であったにもかかわらず、











田流琴曲の名人として「京都以西に並ぶ者なし」と言われた人物であったが、広く知られるようになったのは、大正四（一九一五）年に、孫の童話作家・葛原滋によって『葛原匂当日記』が編纂・出版されたことによる。三才で盲人となった匂当が、十六才から七十一歳で没するまでの間、口授と、自身の作りだした木活字によって記された、驚くべき日記である。日々の備忘録を中心とするものであるが、特徴的なのは、 が歯痛や当時の歯科治療（義歯 に悩まされていたことを多数記録し おり これ 現在、歯科学史上においても、貴重な文献とされてい のである（
12）。歯痛といえば、『春琴抄』第十五節に
おいて、佐助が歯痛のため熱を持 た自分の頬に、春琴の冷たい足を当てて冷やそうとすると、春琴から顔 蹴られ というエピソードがあるが この歯痛というモチーフの出所を『葛原匂当日記』に見ることができるのではな だろうか。
 
葛原匂当には、彼の伝記といえる短文がひとつ残っており、それは現在、匂
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そこで着目したいのは、 「餓鬼阿弥蘇生譚」 （ 「民族」 大正十五 （一九二六） 年）
も含む、 折口の説経節 関する論考 「愛護若」 （ 「土俗と伝説」 大正七 （一九一八）年八月〜十月） 「信太妻の話」 （ 「三田評論」大正十三（一九二四）年四月・六月・七月） 、 「餓鬼阿弥蘇生譚」 （ 「民族」大正十五（一九二六）年一月 、「小栗外伝」 （ 「民族」 大正十五 （一九二六） 年十一月） などが確認できる （
15） 。
これらは、説経節の源流 成立について論じ も である。
 
「餓鬼阿弥蘇生譚」で折口は、子供のころはよく上演されていた歌舞伎や浄
瑠璃の『小栗判官』の思い出を語りつつ、説経節系の本からその由来を論じている。大阪では、古くは〈がきやみ〉と書きあらわすことが多々あり、それは〈餓鬼阿弥〉 〈阿弥〉が〈やみ〉に音便変化を見せており、「おなじく毒酒から出た病ひの俊徳丸に連想せられる と、『摂州合邦辻』の〈俊徳丸〉と関連を語って またこれに続 論考「小栗外伝」でも 小栗浄瑠璃 、部分的に「しんとく丸」 影響を受けている事は事実だ」 述べている。 愛護若」では、 愛護若」は五説経 中でも最も原始に近い形であり 説経太夫の受領は、江州高観音近松寺から輩出されたことについて述べ また「信太妻の話」においても、「弱法師」の来歴と、天王寺との関係性を論じている。「をぐり」を、そし 説経節を調べていくと、「しんとく丸」につながっ くというのである。
 











した作品の構想は、 なんらかの理由で破綻した。 そして折口論文で論じられ 、五説経の中でも最も原始に近く 自身 ルーツである江州と関係があり、「おなじく毒酒から出 病ひの俊徳丸」 物語で、『蓼喰ふ蟲』以来、傾倒していた文楽にも採られているバリアントのひとつ＝『摂州合邦辻』へと変化していったのではないだろうか。そして「 ぐり と共通 モチーフ＝〈盲目〉と〈容貌の崩れ〉は残った。
 
いにしえの江州から輩出され、各地で「愛護若」を語って聞かせた説教太夫










































ませたのも、俊徳丸を次郎丸の手から守るための苦肉の策であり 全て狂言であったと本心を明かす。継母でもあり、もと 腰元であった自分は、高安家安泰を願い、俊徳丸 次郎丸も殺した ないた に図ったこ だと告白する。毒薬は、法眼に頼んで調合してもらったが、その際、解毒の方法も聞いている。
その方法とは、寅の年寅の月寅の日寅の刻に生まれた女 肝臓の生き血を、毒を飲んだときに使用した酒器で飲めば元通りになるというも だった。玉手はまさにその条件を満たす女であった。玉手は鮑 酒器を出し、父・合邦に、自分の鳩尾 （みぞおち） を切り裂いて生き血を採れと迫るのだが、 は躊躇する。仕方なく玉手は自分で鳩尾を切り裂き、血を鮑の酒器にしぼり、俊徳丸に飲ませると、病は瞬時 治る。俊徳丸 玉手
に感謝し、合邦庵室近くに、月江寺を




平成二十三（二〇一一）年三月）によれば、この物語の最も遠い源流は、貞観二十（六四六）年成 の『大唐西域記』であ という。ここにアショカ王とその王子クナラ太子の物語が記されており、その後、『今昔 集』巻四「拘拏羅（くなら）太子，眼を抉（くじ）り 法力に依って眼を得たる 」として伝えられた ちは、説経節『しんと 丸』 、 『愛護若』 、能『弱法師』などのバリエーションを生んだ。
 
西域（中央アジア、インド方面）で発生し、中国を経由し日本に伝えられ、
さらに別のルートでヨーロッパへも拡がり、ギリシャ悲劇『ヒッポリュトス』や、フランス 劇作家ラシ ヌの『フェードル』も、この物語から派生し いると考えられている。
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その方法とは、寅の年寅の月寅の日寅の刻に生まれた女 肝臓の生き血を、毒を飲んだときに使用した酒器で飲めば元通りになるというも だった。玉手はまさにその条件を満たす女であった。玉手は鮑 酒器を出し、父・合邦に、自分の鳩尾 （みぞおち） を切り裂いて生き血を採れと迫るのだが、 は躊躇する。仕方なく玉手は自分で鳩尾を切り裂き、血を鮑の酒器にしぼり、俊徳丸に飲ませると、病は瞬時 治る。俊徳丸 玉手
に感謝し、合邦庵室近くに、月江寺を




平成二十三（二〇一一）年三月）によれば、この物語の最も遠い源流は、貞観二十（六四六）年成 の『大唐西域記』であ という。ここにアショカ王とその王子クナラ太子の物語が記されており、その後、『今昔 集』巻四「拘拏羅（くなら）太子，眼を抉（くじ）り 法力に依って眼を得たる 」として伝えられた ちは、説経節『しんと 丸』 、 『愛護若』 、能『弱法師』などのバリエーションを生んだ。
 
西域（中央アジア、インド方面）で発生し、中国を経由し日本に伝えられ、
さらに別のルートでヨーロッパへも拡がり、ギリシャ悲劇『ヒッポリュトス』や、フランス 劇作家ラシ ヌの『フェードル』も、この物語から派生し いると考えられている。
 















ートを持つのは、 『今昔物語集』巻四（拘拏羅太子） 説経節『愛護若』である。② 〈継母の子を嫡 にしたいがた 陥れる〉 のは、 俊徳丸伝説／高安長者伝説、説経節 『しんとく丸』 であり、 〈継母の計略 によって騙される父、 息子の放浪和解という流れを辿る。③能『弱法師』に 、継母自体登場せず、讒言による父と息子の不和、相克と和解が描かれている。
 
『摂州合邦辻』は、俊徳丸伝説／高安長者伝説と説教節『しんとく丸』から
























谷崎は、 「義理ある我が子の俊徳丸に恋慕をしかけたり」 、 「毒酒をすゝめて癩
病にさせたり」する部分、前半の、玉手
御前の義理の息子に対する邪恋の部分



































 大正十五（一九二六）年十一月に御霊文楽座が焼失したため、文楽は本拠地を失くし、 『蓼喰ふ蟲』で斯波要と美佐子が『心中天網島』を見物するのは、仮興行 行っていた道頓堀の弁天座である。御霊文楽座の焼失は人気の低迷を招いただけでな 、名作と言われていた人
形の首（かしら）をことごとく失くし
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の評論などが主に記され いるものであるが、中でも「初代 二代目古靱大夫（山城少掾）及び清六 話」 、 「 「大序」の人々」 （とも 『 の研究』岩波書店 平成十七（二〇〇五）年）に見られるエピソードは、特筆しておきたい。
 
初代古靱太夫が明治十一（一八七八）年十一月二十四日、怨恨から、何者か










本稿第三章で論じる、 谷崎が翻訳し 『春琴抄』 の典拠のひとつと目される 『グ



































そして谷崎の生家のあった東京日本橋と 雰囲気の類似性から道修町を舞台に設定した。そして菊原検校父娘から着想された作品であり、モデル いない、ということである。 ちに三島は講演などで「佐助のモデルは谷崎潤一郎 春琴のモデルは松子夫人」であるが、あくまで架空の物語であり、実際のモデルは道修町にはいないことを強調している（
19） 。これらは、これまでの先行研
究においても指摘されてきたこと り、本稿においても同意できることである。
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世界」十一章にも、 「最初の結婚をした許りで 大阪の西区靱上通りに新築した家」に住んでいたと述べていることからも確認できる。靱は、春琴の師匠・春松検校の家があること なっ おり、 松
子夫人が当時住んでいた靱の根津邸を、
春松検校の家 あてて ることがわか 。
  
『春琴抄』では、鵙屋の所在地をただ道修町としているだけで それがどの











から、靱北通、靱上通、靱中通、靱下通となっており、根津家邸宅のあった靱上通は飛行場に接収 公園に整備 た北半分にあたると思われる。根津家邸宅の現在の所在地は定かではないが、現・靱公園付近を邸宅跡と仮定 た。すると、高安病院 から 公園まで ほぼ一キロの距離 あ 「道修町鵙屋の店からは十丁程の距離であった」 という記述と距離的 もほぼ合致するこのことから、谷崎は鵙屋 所在地を、高安病院に設定していたのではないかと推測できる である。
 
靱に向かう途中に位置する、御霊神社には明治十七（一八八四）年より、境
内に文楽座 （御霊文楽座） が置かれていた。 春琴の歿年は明治十九 （一八八六）年ということになってい 物語上
、春琴と御霊文楽座になにがしかの関
係を見ることはでき い。しかし、 『春琴抄』において、挙げられる演目名――『阿波の鳴門』 、 『木下蔭狭合戦
 

















東京を逃れて阪急沿線に居を移してから、久しぶりに、と云ふより殆ど始めて御霊の文楽座にゆつくり人形劇 見ることが出来 」と述べているこ ら、道修町界隈、御霊神社を訪れていることは確認でき 。
 
このように、三島の問うた「なぜ鵙屋を道修町に設定したのか」を再考する












 『春琴抄』 の典拠について具体的に述べているその嚆矢は、 佐藤春夫の論評 「最近の谷崎潤一郎を論ず――『春琴抄』を中心にして」 （ 「文芸春秋」昭和九（一九三四）年）である。英国の小説家トーマス・ハーディの『グリーブ家のバアバラの話』 から着想を得たと、 谷崎自身が佐藤に明か たことが書かれている。佐藤によれば、 「先年珍しく訳筆を揮ったトーマス・ ア 「バアバラの話」と題目も手法も一味相通うもののあるの 感じて、何か関係ありそうな気がしてならなかった」 ところ、 「僕 推察の的中していたことは明確にな」った。それは、 「グリーブ家のバアバラ 場合――そ 美貌故 愛していた心からの愛人の美貌が変わってしまっ
たあの場合、日本人ならどうするだろ
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に相当すると考えられるだろうし、 〈身分違いの恋〉 という設定は、 そのまま 〈春琴と佐助〉に重なる。また、バ バラを 愛し、身分違いの結婚を認め、ふた
りに屋敷まで提供する〈物分りのよい両親〉 〈春琴の両親〉に、 〈アプランドタワース卿の横恋慕〉は〈利太郎〉 それにあたるだろう。 〈ウィロースのやけどによる美貌喪失〉は〈春琴のやけどによる美貌喪失〉に 〈バアバラの多産〉も〈春琴と佐助の子供の数
 
三男一女〉に、また、家運が衰退していくことも、
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して表現 トレースなど、 『春琴抄』 創作のための習作 あるように見えるのであるが、この翻訳だけが習作だったのではないこともわかってきている。
 
『バアバラ』が発表された昭和二（一九二七）年、 『中央公論』十二月号の前
月号に掲載された告知文に、 「誤訳なんか、 とひあつたっ いゝさ。 」と谷崎の発言が ったことは、先に紹介した。この告知を執筆した編集者は「目的が他に在るといふ意味だらう」と 思わせぶり 、なにか他の目的を匂わせている。千葉俊二「 『グリーブ家のバアバラの話』の翻訳をめぐって」 （ 『谷崎潤一郎
 狐とマゾヒズム』小沢書店
 平成六（一九九四）年）によれば、谷崎はこ
れを翻訳するにあたってな か期すると ろがあったのでは い と推測している。谷崎は大正十一（一九 二）年までにはすで 『 アバラ を読ん いたようであり、それは大正十 （一九二二）年三月「改造」に発表した『青い花』 、 「新潮」 に発表した 『永遠の偶像』 に、 〈大理石の像〉 が描かれて ること、また、同年七月「改造」に発表した 本牧夜話』には 容貌 醜く変化する〉という設定が取られていることから、 グリーブ家のバアバラの話』 見られ〈大理石の像〉 〈容貌が醜く変化する〉
というふたつの要素がほとんど同時期に




























琴と佐助』が嚆矢であり、その後、昭和 九（一九五四）年の伊藤大輔監督『春 物語』 、昭和三十六（一九六一）年の衣笠貞之助監督『お琴と佐助』 、昭和四十七（一九七二）年 新藤兼人監督『讃歌』 、昭和五十一（一九七六）年の西河克己監督 『春琴抄 、 平成二十 （二〇
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すといったお話しではない。むしろ、男の、まことに得手勝手、エゴイスティックな気持を、あますところなく描きつくす。 （中略）春琴に火傷を負わせたのは、佐助であろう。殺してしまうことが、所有するためにはいちばんいい方法かも知れないけれど、この男は、さらに肉欲の満足 ふさわしい方法をえらんだ。眼底に刻みこんだ、春琴の美貌を、わがもの し、年月の悪意から遠去ける こわれてしまったも は、それ以上破れ ちぢみもしないのだ。そして自分の を針で突く 顔を傷つけら て もはや誇りを失って まった春琴は、 佐助を奴僕として扱ってくれ い、 だから、お互いの立場を組み替え、あくまで、火傷以前の面影を 胸 うちに保つとの名目、実は、以前通りの主従関係をよみがえらせるため また、佐助は盲ならではの、触覚の楽 みをのぞんだ ではないか。
 



















のだろう。また、春琴は、二男四女の二女（第二節）であり、松子姉妹が四姉妹であり、松子は二女にあたることからも、当時恋愛中であった根津松子をモデルとして、 〈あてがき〉していることは、周知であろう（しかし 二女であるにもかかわらず こいさん（末娘 意味） 周囲から呼ばれ続けるという瑕疵を犯しているが） 。
 
佐助は谷崎自身をあてがきしていることは第一章の第二節でも挙げた点であ









ことができる。江州日野は薬業 盛んだった土地で、作品中でも佐助の実家は日野で薬屋を営んでいること ている （第五節） 。 実際 、 江戸時代を通じ
江州日野でもっとも有名な薬と て「感応丸」 （かんのうがん）がある（
35） 。









三十七歳になった春琴は美貌 持ち主とはいえ、 「姥桜の艶姿」 （第二十節）




の〈危害〉と〈救済〉は示す。佐助 春琴の下降する美貌の衰えや外部から隔絶するために、 進んでサディスティックな破壊的行動に出 ことも厭わない。マゾヒストは自身の欲望を満たすために
は、反転した行動すら採用する。野坂
の言う「男の、まこと 得手勝手、エゴイスティックな気持」が、 「あますとろなく描」かれてい のである。
 
『摂州』の玉手御前は、俊徳丸を次郎丸の謀略から守るために毒を盛って醜





な読みを喚起させることで、「所謂痴呆の芸術について」で酷評した『摂州』の後半部分の「あくどい、しつツこい」 、そして「馬鹿馬鹿し」さ 排除し、 〈悪魔的な美〉にフォーカスしているのである。
 
『摂州』は、拘拏羅太子の説話から、複数の物語や説話を経由して、作られ
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脚下にひろがる大大阪市の景観を眺めた。けだし此のあたりは難波津の昔からある丘陵地帯で西向きの高台が此処からずっと天王寺の方へ続いている。 （中略） 奇しき因縁に纏われた二人の師弟は夕靄の底に大ビルディングが数知れず屹立する東洋一の工業都 を見下ろしながら、永久に此処に眠っているのである。
 




王寺での〈日想観〉を修養するため、建立された寺が多いからである。 『摂州』では、玉手御前によって救われた俊徳丸は 篤く供養することを約束して、下寺町に〈月江寺〉を建立する 現在の〈月江寺〉は斜面には建ってお ず、大大阪を睥睨するような位置ではないが、 「摂州名所絵図」 も描かれた、現存する寺である（
37） 。谷崎が〈月江寺〉をモデルにしたかどうかはわからない。

















境と同様である。佐助も「外界の眼を失った代わりに内界の眼 開けた」のであり、「二た月前迄のお師匠様の円満微妙な色白の顔が鈍い明りの圏の中に来迎仏の如く浮かんだ （ともに第二十三節）のであ 『弱法師』 俊徳丸も、佐助も中途失明者であり、以前は見えていた こそ、記憶に残ってい 〈美〉を召喚し、心眼で見ることができると言 る点が共通する。
 
春琴もまた九歳で失明した中途失明者であり、それまでは易々と美しかった






























ものもあれば、 『お艶殺し』 （ 「中央公論」大正四（一九一五）年一月）のような黙阿弥調 り、 関西移住以前より、 谷崎は自在に古典を操っていたのである。
 
谷崎が初めて関西を訪れたの 明治四十五（一九一二）年のことであった。
大阪毎日新聞、東京日日新聞に四月二十七日〜五月二十八日 渡り連載された「朱雀日記」は、関西紀行を記したエッセイである。 、東京を発った汽車が関ヶ原を過ぎ、近江 国に入ると、
幼少時代に親しんだおとぎ話の数々を
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 ここで問題としたいのは、 「日本的なるもの、 伝統的なるものへのかかわりの自覚」と「何かによりつつ、何かを生かす」谷崎の手法についてである。松田は、 谷崎作品の典拠といわれる古典は、
そもそも本来の意味の古典ではないが、
〈日本的・伝統的なるもの〉であり それらに積極的に関わっていく姿勢が明快であること、なにか古 的なものに拠って（粉本として） 、 〈何かを〉＝その時々のモチーフやテーマを生かすことを指摘し いる。また、松田 いう谷崎の作品の二重構造とは 作品の中の古典に拠らない部分は、母性 な部分であるとも述べている。すべての が母性 部分を持 かどうかは、今後詳しく検証する必要があるが 少なくとも ＋その時々の谷崎のモチーフという、二重構造であることについては首肯す 。
 
『春琴抄』の典拠が『摂州合邦辻』であることを検証することで、本稿がな











   
 
歌舞伎の作品の構成について考えるとき、しばしば〈世界〉と〈趣向〉
という概念が用いられる。これは元来江戸時代の狂言作者が作劇法の基本とした構成法であった。したがって、複雑で整理しにくい膨大な量の作品群を、系統別に分類する際にも有効な概念である。 〈世界〉とは、 品の背景になる時代、政争・合戦・お家騒動・喧嘩・恋愛などの事件、人物の役名と基本的な立場や行動、主要な局面などを規定し、かつ制約するストーリーの大枠のことをいう。 〈平家物語の世界〉 〈曾我物語の世界〉 〈太平記の世界〉 〈お染久松の世界〉 〈清玄桜姫の世界〉のようにいう。 〈趣向〉は、新















は人妻であった松子夫人への思慕、 『蘆刈』では松子夫人とその妹・重子への思慕を、古典的、伝統的な雰囲気 中、描いている。また『春琴抄』も、松子夫人と谷崎をそれぞれにあてがきしている。 佐伯彰一は 「語りの戯れ」 （ 「すばる」昭和五十一（一九七六）年九月号）にお て「 『春琴抄 は私小説ではないが、作者の 「私」 が十分に参加したパーソナルな私文学であった。 あるいは、 純粋、正統的な私小説でこそないが、仮装され、変容された私小説であった」と指摘している。私小説とは異なるものの 谷崎の私生活上 諸問題、人間関係は作品の着想を供給する培地 あった。
 
中でも『春琴抄』は、虚実が入り混ぜながら、谷崎自身を含む人間関係から
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バラ』 『摂州』への意識と、松子という上方文化を体現する女性を得て 大店の御寮人様としての豪奢な生活圏であった船場・道修町・靱という文楽に縁のある土地など、いくつも ピースが合致し、現れ のが『 抄』なのである。文楽は、『蓼喰ふ蟲』ではモチ フ ひ つであっ 。 『春琴抄』 は〈世界〉と〈趣向〉という、文楽で用いられている方法論によ て描くことにより、モチーフ以上のものと って る。 『春琴抄』は、谷崎の文楽への傾倒、オマージュの到達点と言え ではないだろうか。この ち、戦争を挟んで、谷崎の文楽への思いの残滓は、エッセイ「所謂痴呆 藝術について」に見ら るようなものになってしまうのだから。
 
松田の指摘する人間関係の類想性は、春琴という嗜虐的なお嬢様と従順な使



























































ちのように、〈世界〉として規定した谷崎自身と松子夫人を春琴と佐助に見立て、心中させてい 確か である 近松に倣えば、大阪は恋の町であり、谷崎は治兵衛と小春のように、恋に殉じ 気分を『春琴抄』で表現したのである。
 
関東大震災を機縁に関西へ移住した谷崎が、上方文化の発見を描 た『蓼喰
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